
特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
③

○
交
通
体
系
形
成
の
先
進
事
例

■
庄
山
高
司

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
交
通
体
系

１
－
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
概
況

２
－
交
通
施
設
の
概
況

３
Ｉ
交
通
量
・
交
通
需
要
の
特
徴

４
－
交
通
需
要
管
理

５
－
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
交
通
施
策
の
横
浜
市

　
　
へ
の
適
用
可
能
性

シンガポールと横浜市の概況表－１

39●

１
｜
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
概
況

①
－
人
口
・
経
済
・
産
業

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
は
、
面
積
六
百
四
十
一
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
二
百
八
十
七
万
人
（
一
九

九
三
年
）
で
、
横
浜
の
一
・
五
倍
の
面
積
、
九
割
程

度
の
人
口
規
模
を
有
す
る
都
市
国
家
で
あ
る
。
中
華

系
が
七
八
％
、
マ
レ
ー
系
が
一
四
％
、
イ
ン
ド
系
が

七
％
を
占
め
る
多
民
族
国
家
で
、
人
口
密
度
は
約
四

千
五
百
人
／
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
横
浜
市
の
約
七

千
五
百
人
／
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
比
べ
て
か
な
り

低
い
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
Ｉ
％
前
後
に
ま
で

低
下
し
た
人
口
増
加
率
は
、
九
〇
年
代
に
入
り
二
％

に
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

　
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は
一
九
九
二

年
に
一
万
六
千
三
百
二
十
三
米
ド
ル
に
達
し
、
香
港

の
一
万
六
千
三
百
七
十
四
米
ド
ル
に
迫
る
勢
い
で
あ

石
。
現
在
も
依
然
高
い
成
長
率
が
続
い
て
お
り
、
一

九
九
三
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
九
・
九
％
に
達
し
た
。

　
同
レ
ベ
ル
の
収
入
水
準
の
他
国
と
比
べ
て
、
乗
用

車
所
有
率
が
低
い
（
百
三
台
／
千
人
）
こ
と
を
除
く

と
、
耐
久
消
費
財
の
所
有
も
進
み
つ
つ
あ
り
、
物
価

も
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。

　
産
業
構
造
を
み
る
と
、
三
次
産
業
就
業
者
が
全
体

の
三
分
の
二
を
占
め
、
残
り
は
ほ
と
ん
ど
が
二
次
産

業
就
業
者
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
の
外
国
人
訪
問
客

数
は
人
口
の
二
・
二
倍
を
超
え
る
六
百
四
十
三
万
人

に
達
し
、
観
光
産
業
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
に
果
た

す
役
割
も
大
き
い
。
（
表
ｌ
１
）

②
ｌ
都
市
計
画
・
都
市
開
発

ア
概
要

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
都
市
計
画
は
、
長
期
的
観
点
か

ら
全
体
の
都
市
構
造
と
都
市
開
発
パ
タ
ー
ン
を
規
定

す
る
「
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
」
と
、
よ
り
短
期
的
視

点
か
ら
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
密
度
、
容
積
率
、
建
ぺ
い
率

の
規
制
を
行
い
、
公
共
公
益
施
設
用
地
の
確
保
と
土

地
利
用
規
制
を
行
う
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
か
ら
な

る
。
　
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
か
つ
て
の
コ
ン
セ
プ

ト
プ
ラ
ン
は
、
中
央
部
の
水
資
源
涵
養
地
域
を
囲
ん

で
リ
ン
グ
状
に
衛
星
都
市
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
も
の
で
、
こ
の
計
画
の
も
と
に
開
発
さ
れ
た

中
・
高
密
度
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
中
心
業

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
③
交
通
体
系
形
成
の
先
進
事
例

務
地
区
大
工
業
地
区
は
。
高
速
道
路
網
や
Ｍ
Ｒ
Ｔ

（
大
量
高
速
鉄
道
）
な
ど
の
幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
相
互
に
結
ば
れ
て
い
る
（
図
－
１
）
。

　
な
お
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
は
一
九
九
一
年

に
改
訂
さ
れ
、
①
国
全
体
を
五
つ
に
分
け
、
現
在
の

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
含
む
中
心
地
域
を
除
く
四
つ
の
地
区
そ
れ

ぞ
れ
に
、
業
務
中
心
地
区
を
設
け
る
、
②
新
規
開
発

地
区
で
あ
る
マ
リ
ー
ナ
ペ
イ
周
辺
地
区
を
世
界
レ
ベ

ル
の
業
務
中
心
地
＝
新
都
心
と
し
て
開
発
す
る
、
③

技
術
回
廊
を
島
の
北
東
海
岸
及
び
南
西
海
岸
に
想
定

し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
を
十
八
ヵ
所
設
け
る
、

な
ど
の
分
散
・
発
展
計
画
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。

イ
Ｈ
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

　
Ｈ
Ｄ
Ｂ
（
住
宅
開
発
省
）
は
、
圧
倒
的
な
住
宅
不

足
を
改
善
す
る
た
め
一
九
五
九
年
に
住
宅
開
発
に
着

手
し
て
以
来
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
住
宅
建
設
を

進
め
、
そ
の
結
果
、
一
九
九
〇
年
に
は
全
人
口
の
八

七
％
に
当
た
る
二
百
九
十
万
人
（
六
十
四
万
戸
）
が
、

Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
開
発
し
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
居
住
し
て
い

る
。
　
Ｈ
Ｄ
Ｂ
は
、
開
発
中
の
二
十
ヵ
所
に
加
え
、
さ
ら

に
四
ヵ
所
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
を
計
画
中
で
あ
り
、



こ
れ
ら
が
す
べ
て
完
成
す
る
と
、
総
戸
数
は
百
万
戸

を
超
え
、
居
住
人
口
は
約
三
百
万
人
に
の
ぼ
る
も
の

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
七
〇
年
代
以
降
に
建
設
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、
商
業
施
設
、
工
場
（
最
近
は
、

環
境
を
考
慮
し
て
軽
工
業
が
主
体
）
、
学
校
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
施
設
等
を
備
え
て
お
り
、
理
論
的
に
は
生

活
の
す
べ
て
の
活
動
を
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
完
結
で

き
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
全
体
の
商
店
の
半
分
、
工
業
団
地
の
三
分
の

二
は
Ｈ
Ｄ
Ｂ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
口
密
度
は
グ
ロ
ス
で
三
百
人

／
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
高
く
、
住
宅
は
主
と
し
て
中
高
層

の
集
合
住
宅
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
変
化
を
つ
け
る

た
め
に
低
層
棟
も
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
九
階
か
ら

十
三
階
建
て
が
主
流
で
あ
る
。
な
お
、
今
後
、
中
低

層
住
宅
の
比
率
を
高
め
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

２
一
交
通
施
設
の
概
況

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
都
市
交
通
は
、
①
よ
く
発
達
し

た
道
路
網
と
高
密
度
に
配
置
さ
れ
た
バ
ス
網
、
②
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
都
市
開
発
、
③
交
通
規
制
・
需

要
管
理
、
に
よ
り
比
較
的
円
滑
に
機
能
し
て
お
り
、

交
通
渋
滞
、
過
度
の
環
境
汚
染
、
交
通
事
故
な
ど
の

問
題
が
あ
ま
り
顕
著
に
現
れ
て
い
な
い
。

①
－
道
路
網

　
一
九
九
二
年
現
在
の
公
共
道
路
網
は
、
百
九
キ
ロ

の
高
速
道
路
と
五
百
五
十
四
キ
ロ
の
幹
線
道
路
を
含

む
二
千
九
百
六
十
七
キ
ロ
か
ら
な
る
。
一
九
七
九
年

以
降
の
十
年
間
に
、
高
速
道
路
延
長
は
三
・
六
倍
、

幹
線
道
路
は
Ｉ
・
八
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
幹
線
道
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路
網
整
備
の
進
捗
は
め
ざ
ま
し
い
。

　
道
路
の
普
及
状
況
を
み
る
と
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
当
た
り
の
道
路
延
長
は
四
千
六
百
二
十
九
メ
ー

ト
ル
に
達
し
、
面
積
当
た
り
の
道
路
率
も
Ｉ
〇
％
に

の
ぼ
る
な
ど
道
路
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

②
―
公
共
交
通

ア
Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
大
量
高
速
鉄
道
）

　
二
十
二
キ
ロ
の
南
北
線
、
三
十
九
キ
ロ
の
東
西
線
、

六
キ
ロ
の
支
線
の
三
路
線
、
総
延
長
六
十
七
キ
ロ
か

ら
な
り
、
一
九
九
〇
年
七
月
に
全
面
開
業
し
た
。
駅

数
は
四
十
二
で
、
全
人
口
の
約
三
〇
％
が
駅
か
ら
の

徒
歩
圏
に
住
ん
で
い
る
。
現
在
、
さ
ら
に
新
し
い
路

線
が
計
画
中
で
あ
る
ほ
か
、
こ
れ
と
は
別
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
導
入
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
運
転
間
隔
は
、
ピ
ー
ク
時
四
分
、
オ
フ

ピ
ー
ク
で
も
六
～
八
分
と
短
く
、
運
転
頻
度
は
高
い
。

一
九
九
一
年
の
一
日
平
均
乗
車
人
員
は
五
十
六
万
人

で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
主
要
交
通
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

イ
バ
ス

　
か
つ
て
は
十
一
社
あ
り
混
乱
を
極
め
て
い
た
バ
ス

会
社
は
、
一
九
七
三
年
に
一
社
忙
統
合
さ
れ
、
現
在

は
約
百
九
十
路
線
を
も
つ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

バ
ス
サ
ー
ビ
ス
）
と
三
十
の
路
線
を
も
つ
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｓ

（
ト
ラ
ン
ス
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
）
　
の
二

社
が
運
行
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
Ｍ
Ｒ

Ｔ
と
連
携
・
補
完
す
る
形
で
高
密
な
バ
ス
網
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
移
動
手
段
と
し

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
交
通
の
な
か
で
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
と
バ
ス
ニ
社
の

の
共
通
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
相
互
乗
り
継
ぎ
割
引

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
相
互
の
リ
ン
ク
も
な
さ
れ
て

い
る
。
バ
ス
網
は
、
幹
線
バ
ス
網
と
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
網

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
バ
ス
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
連
結
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
宅
地
は
バ
ス

停
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
ほ
と
ん
ど
カ
バ
ー
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
平
均
運
行
間
隔
は
五
分
と
短
く
、

運
行
時
間
も
朝
五
時
か
ら
深
夜
○
時
ま
で
と
長
い
な

ど
、
端
末
交
通
手
段
と
し
て
の
利
便
性
は
高
い
。
ま

た
、
平
均
路
線
長
は
六
・
九
キ
ロ
と
短
い
。

③
－
公
共
交
通
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
端
末
交
通
手
段
）

　
端
末
交
通
手
段
と
し
て
徒
歩
や
バ
ス
の
ほ
か
に
よ

く
見
ら
れ
る
の
は
、
バ
ス
停
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

Ｍ
Ｒ
Ｔ
駅
ま
で
の
車
利
用
で
あ
る
。
公
共
交
通
へ
の

乗
換
え
を
支
援
す
る
た
め
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
キ
ス
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
後
述
す
る
車
両
保
有
抑
制
策
に
よ
り
複

数
台
所
有
は
難
し
い
た
め
、
一
台
の
車
を
有
効
に
活

用
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ

る
。

３
二
父
通
量
・
交
通
需
要
の
特
徴

　
都
市
交
通
需
要
は
、
一
九
八
〇
年
に
は
約
三
百
七

十
万
ト
リ
ッ
プ
／
日
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
約

五
百
万
ト
リ
ッ
プ
に
ま
で
増
加
す
る
も
の
と
予
測
さ

れ
て
い
る
（
国
家
開
発
省
公
共
事
業
局
予
測
）
。
交

通
需
要
の
増
加
は
人
口
増
加
を
上
回
り
、
特
に
一
九

九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
人
口
増
加
率
年
率

一
・
一
％
を
上
回
る
一
・
七
％
増
と
見
ら
れ
て
い
る
。

（
表
－
２
）

特
集
・
大
都
市
文
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
③
交
通
体
系
形
成
の
先
進
事
例

　
交
通
需
要
の
分
布
パ
タ
ー
ン
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
さ
ほ

ど
集
中
し
て
い
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
総
交

通
需
要
の
う
ち
Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
中
心
と
す
る
交
通
量
は
二

五
％
程
度
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
な

Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
整
備
に
よ
り
、
住
宅
以
外

の
業
務
・
商
業
・
工
業
機
能
が
郊
外
に
分
散
し
て
い

る
こ
と
、
工
業
団
地
の
造
成
が
郊
外
で
戦
略
的
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
目
的
別
の
交
通
状
況
を
み
る
と
、
通
勤
・
通
学
目

的
が
三
割
を
占
め
、
私
用
が
二
割
弱
と
な
っ
て
い
る

（
表
－
３
）
。

手
段
別
で
は
、
公
共
交
通
と
私
的
交
通
の
分
担
率

は
五
十
四
対
四
十
六
で
あ
り
（
表
ｌ
４
）
、
公
共
交

通
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇

年
に
は
、
公
共
交
通
依
存
比
率
が
四
割
程
度
に
ま
で

低
下
す
る
と
い
う
予
測
も
出
て
い
る
。

４
一
交
通
需
要
管
理

①
－
車
両
保
有
抑
制
策

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
道
路
交
通
混
雑
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
車
両
登
録
台
数
自
体
を
政
府
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
保

有
抑
制
策
は
、
購
入
資
格
証
明
書
の
入
札
制
度
と
高

額
の
関
税
・
登
録
料
金
の
設
定
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、

新
車
の
購
入
価
格
は
日
本
の
三
倍
以
上
に
達
す
る
。

そ
の
た
め
乗
用
車
普
及
率
は
、
日
本
の
四
人
に
一
台

に
対
し
、
十
人
に
一
台
と
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
自
動
車
購
入
資
格
証
明
書
の
競
売
入
札
制
度

　
当
制
度
は
、
政
府
が
定
め
た
新
規
車
両
登
録
台
数

に
基
づ
き
、
自
動
車
購
入
資
格
証
明
書
を
毎
月
の
競

売
に
よ
り
落
札
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
な
車
両

割
当
制
度
に
相
当
す
る
。
そ
の
収
益
は
国
庫
に
入
る
。

高速道路MRT
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イ
高
い
登
録
料
と
関
税

　
自
動
車
を
登
録
す
る
際
に
約
七
万
円
（
個
人
車
の

場
合
）
の
登
録
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
廃
車
用
中
古

車
の
有
無
に
よ
っ
て
料
率
が
異
な
り
、
最
高
で
自
動

車
価
格
の
一
五
〇
％
に
達
す
る
追
加
登
録
料
を
賦
課

す
る
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
が
輸
入
車
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
購
入
時
に
四
五
％
の
輸
入
関
税
が
課

せ
ら
れ
、
加
え
て
毎
年
の
道
路
税
も
高
額
で
あ
る
。

　
な
お
、
上
記
の
よ
う
な
厳
し
い
自
動
車
台
数
の
制

限
に
対
す
る
国
民
の
反
発
を
緩
和
す
る
た
め
、
ウ
ィ
ー

ク
ェ
ン
ド
カ
ー
（
平
日
・
土
曜
の
オ
フ
ピ
ー
ク
及
び

日
曜
祭
日
に
の
み
走
行
で
き
る
）
と
し
て
購
入
す
る

場
合
に
は
、
諸
税
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
制
度
も
一

九
九
一
年
五
月
に
導
入
さ
れ
た
。

②
－
入
域
許
可
制
度
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
‥
エ
リ
ア
ー
ラ
イ
セ

　
　
シ
ン
グ
ー
ス
キ
ー
ム
）

　
規
制
さ
れ
た
地
域
に
進
入
す
る
際
に
、
有
料
の
許

可
証
の
携
帯
・
提
示
を
求
め
る
一
種
の
入
域
賦
課
金

制
度
で
あ
り
、
一
九
七
五
年
に
導
入
さ
れ
、
一
九
八

九
年
及
び
一
九
九
四
年
に
は
時
間
帯
対
象
車
種
に
つ

い
て
、
規
制
の
強
化
が
行
わ
れ
た
。
乗
り
入
れ
制
限

の
対
象
地
域
は
、
国
会
議
事
堂
周
辺
地
域
、
ビ
ジ
ネ

ス
中
心
街
の
シ
ェ
ン
ト
ン
・
ウ
ェ
イ
、
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
ロ
ー
ド
地
域
な
ど
を
含
む
七
百
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
地
域
で
あ
る
。
な
お
、
緊
急
車
両
及
び
公
用
車
、

路
線
バ
ス
は
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
日
曜
祝
日
は
規

制
が
行
わ
れ
な
い
。

　
導
入
前
後
の
夕
方
五
時
か
ら
七
時
の
交
通
量
の
変

化
を
み
る
と
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ロ
ー
ド
で
は
交
通
量

が
半
分
以
下
に
減
少
す
る
な
ど
、
有
意
な
差
が
み
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
運
転
の
意
志
を
な
く
さ
せ
る
よ
う
に
高
く

設
定
さ
れ
た
駐
車
料
金
と
、
規
制
区
域
周
辺
部
へ
の

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備
及
び
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
が
当
制
度
を
支
援
し
て
い
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
交
通
需
要
管
理
施
策
の
導

入
が
可
能
で
あ
っ
た
背
景
に
は
、
第
一
に
、
戦
略
的

な
都
市
計
画
に
よ
る
土
地
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
交

通
計
画
に
よ
り
、
代
替
の
交
通
機
能
の
提
供
が
比
較

的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
小
さ
な
都
市
国

家
で
あ
る
た
め
に
権
力
が
集
中
し
て
お
り
、
計
画
や

意
志
決
定
が
比
較
的
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

交通需要の伸び（1980年～2000年：予測）表－２

れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ら
で
は
の
政
策
と
も
い
え
る
。

５

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
交
通
施
策
の
横
浜
市

へ
の
適
用
可
能
性

　
こ
れ
ま
で
の
都
市
交
通
整
備
は
、
総
合
都
市
交
通

体
系
に
基
づ
く
ハ
ー
ド
面
で
の
交
通
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
を
指
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
価

の
上
昇
や
住
民
の
反
対
運
動
な
ど
を
背
景
に
、
投
資

の
割
に
な
か
な
か
道
路
等
の
整
備
が
進
ま
な
い
と
い

表－３　地域別・目的別パーソントリップ分布交通量

表－４　地域別・手段別パーソントリップ分布交通量
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う
現
状
が
あ
り
、
ま
た
、
無
限
に
道
路
投
資
を
増
大

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
も
と
、
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
に

よ
り
、
交
通
手
段
分
担
の
適
正
化
を
図
り
自
動
車
交

通
へ
の
過
度
の
負
担
を
な
く
す
、
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー

ン
や
交
通
管
制
、
情
報
提
供
等
に
よ
り
既
存
施
設
の

有
効
活
用
や
需
要
の
時
間
的
・
空
間
的
平
準
化
を
図

る
、
自
動
車
交
通
需
要
そ
の
も
の
を
抑
制
す
る
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
面
で
の
施
策
、
す
な
わ
ち
交
通
需
要
管
理

を
道
路
整
備
に
併
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
重

要
と
な
ろ
う
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
道
路
整
備
を
進
め
て
行
く

の
に
並
行
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
車
両
保
有
抑

制
策
や
入
域
許
可
制
度
な
ど
の
ソ
フ
ト
施
策
を
導
入

し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
経
済
的
側
面
か
ら
自

動
車
交
通
そ
の
も
の
の
発
生
の
抑
制
や
空
間
的
平
準

化
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

に
加
え
て
、
交
通
手
段
分
担
適
正
化
の
た
め
の
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
施
設
や
バ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
都
市
計
画
で
開
発
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
不
便
地
で

の
需
要
の
発
生
や
交
通
需
要
の
偏
在
の
抑
制
、
交
通

施
設
利
用
効
率
の
上
昇
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
交
通
管
制
、
情

報
提
供
、
バ
ス
優
先
レ
ー
ン
設
置
等
の
公
共
交
通
の

利
便
性
の
向
上
施
策
は
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
ソ
フ
ト
施
策
の
適
用
に

つ
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
例
を
参
考
に
考
察
す
る
と

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
車
両
保
有
抑
制
策
に
つ
い
て
は
、
政
府
の

力
が
比
較
的
強
い
と
考
え
ら
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

お
い
て
も
住
民
の
反
発
が
強
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、

横
浜
市
へ
の
導
入
は
現
実
的
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

入
域
賦
課
金
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、
観
光
都
市
金

沢
に
お
け
る
中
心
市
街
地
＝
観
光
地
へ
の
流
入
規
制

（
こ
の
例
で
は
、
賦
課
金
は
な
か
っ
た
）
の
実
験
例

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
域
境
に
お
け
る
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
設
置
や
比
較
的
低
価
格
で
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
な
ど
の
代
替
交
通
の
確

保
等
が
必
要
と
さ
れ
、
十
分
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

ま
だ
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
駅
周
辺
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
駅
前
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地

価
の
高
い
駅
前
に
駐
車
場
を
設
け
る
こ
と
の
是
非
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
導
入
が
難
し
い
が
、
駅
前
広
場
整
備

に
よ
る
キ
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
利
便
性
の
向
上
は
方
向

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
公
共
交
通
利
便
性
向
上
策
の
一
つ
と
し

て
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
や

各
社
・
各
種
交
通
機
関
の
共
通
チ
ケ
ッ
ト
制
度
の
導

入
等
も
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
交
通
関
連
施
策
に
加
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
都
市
計
画
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
交
通
手
段
分
担

の
偏
り
や
空
間
的
・
時
間
的
な
集
中
を
招
か
な
い
よ

う
な
土
地
利
用
・
開
発
の
誘
導
も
、
考
慮
す
べ
き
点

の
一
つ
と
な
ろ
う
。
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